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避難時間シミュレーション（ETE）
結果を受けた対応状況について

令和２年１０月２７日

第１２回鹿児島県原子力安全・避難計画等防災専門委員会

鹿児島県原子力安全対策課

資料６
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Ⅰ ＥＴＥの目的
Ⅱ 対応方針
Ⅲ ＥＴＥ結果を踏まえた対応（案）
Ⅳ 対応（案）の取組状況
１ 住民等への周知・啓発
２ 交通誘導
３ 避難経路の代替経路設定（寄田地区）
４ 避難退域時検査場所の混雑緩和
５ 避難住民に対する必要な情報の迅速な伝達
６ 避難計画への反映
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Ⅰ ＥＴＥの目的

現在の県地域防災計画（原子力災害対策編）等（以下「避難計画」
という。）に基づき，様々な状況を想定した避難時間シミュレーションを
実施し，避難計画における課題の抽出及びその対策の検討等を行い，
避難計画の見直しや実効性の向上に資する。

Ⅱ 対応方針

令和元年度については，委員からの意見を踏まえ，対応案を検討
のうえ，可能なものから避難計画に反映させる。なお，反映できな
かったものは，必要に応じて次年度以降に対応する。
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Ⅲ ＥＴＥ結果を踏まえた対応（案）

１ 住民等への周知・啓発

ＰＡＺ及びＵＰＺのいずれの避難においても，指示に基づかない
避難者により避難経路に混雑が発生し避難時間が長くなるなど，
避難に及ぼす影響が最も大きいと考えられることから，指示に基
づいた避難の重要性についてＵＰＺ住民への周知・啓発に積極的
に取り組む。

２ 交通誘導
混雑の起因となっている，ＰＡＺ避難時の混雑交差点（13箇所），

ＵＰＺ避難時の混雑交差点（21～247箇所）の信号機について，混

雑の状況に応じて警察官の交通誘導等を行うことによる，避難交
通流の円滑化を検討する。
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Ⅲ ＥＴＥ結果を踏まえた対応（案）

３ 避難経路の代替経路設定（寄田地区）

指示に基づかない避難者により，特に寄田地区の避難時間が
長くなっていることから，避難経路の代替経路の設定について検
討する。

４ 避難退域時検査場所の混雑緩和

避難退域時検査場所までの経路においても混雑が発生している
ことから，検査を円滑に行うため，避難退域時検査場所での混雑
抑制や，円滑な検査の実施等について検討する。
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Ⅲ ＥＴＥ結果を踏まえた対応（案）

５ 避難住民に対する必要な情報の迅速な伝達

複合災害時における被災情報等を速やかに取得し，救護活動を
可能とするとともに，避難住民が避難経路の迂回路情報や避難退
域時検査場所に関する情報等を容易に取得できるシステム（アプ
リ）の開発に取り組む。

６ 避難計画への反映

指示に基づかない住民の避難の抑制に係る広報の実施，交通
誘導対策の強化，避難退域時検査場所の設置場所選定の考え方，
住民への情報伝達手段として現在開発中のシステム（アプリ）の追
加について，県地域防災計画（原子力災害対策編）への反映を検
討する。
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Ⅳ 対応（案）の取組状況
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１ 住民等への周知・啓発⑴

 原子力専門委員会による講演会において，指示に基づかない避
難が及ぼす影響や，緊急時にとるべき対応（避難行動）について
説明を行った。

原子力専門委員会講演会（令和元年11月16日 いちき串木野市市民文化ホール）
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１ 住民等への周知・啓発⑵

 原子力だより，県ホームページ等において，ＥＴＥの結果を周知す
るとともに，屋内退避を含めた指示に基づいた避難の重要性につ
いて周知・啓発を行った。

原子力だよりNo.136（令和元年10月発行）
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１ 住民等への周知・啓発⑶

 昨年度の原子力防災訓練において，９市町１６地区の約６００名
の住民が屋内退避訓練に取り組むとともに，８市町１３箇所の一
時集合場所や避難所で約６００名が防災講習会に参加し，指示に
基づいた避難の重要性について重点的に周知を行った。

防災講習会（知覧文化会館）屋内退避訓練（宮之城総合体育館）
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２ 交通誘導⑴

 ＥＴＥで明らかになった混雑箇所等について県警と情報共有し，対
応策について次のとおり協議を行った。

① ＰＡＺ避難時：特に住民の避難時間が長くなる傾向が顕著となっ
た，薩摩川内市寄田地区の避難経路である，国道３号線の串木
野駅前交差点付近や国道270号線の交差点における信号機の運
用，警察官による交通誘導。

② ＵＰＺ避難時：ＵＰＺ内外の21～247箇所の交差点における信号
機の運用，警察官による交通誘導。
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（ＰＡＺ）

（ＵＰＺ）

対策② 阻害要因となっている交通規制の解除

・ 混雑の起因となっている特定の交差点の信号機設定について,避難交通流をより円滑にする設定へと
変更する（具体的には信号機設定を解除する）。

 対策として,解除する信号機は,次の3パターンを考える。

74

① 特に混雑の起因となっている右図の特定の交差点21箇所
② ①及びUPZ内の交差点全箇所（計66箇所）※

③ ②及びUPZ外の交差点全箇所（計247箇所）※

※本ETEで設定している交差点247箇所を対象としている。

対策② 指示に基づかない避難者への交通誘導

 30㎞以遠の国道270号の交差点（中原交
差点,日置帆の港交差点等）の信号機設定
について,避難交通流をより円滑にする設定へ
と変更する（具体的には信号機設定を解除
する）。

 信号機設定を解除する交差点は,日置帆の
港交差点〜中原交差点〜（南さつま）市役
所前交差点における次の13箇所とする。

 なお,（南さつま）市役所前交差点まで避難
交通が集中しており,以南は分散すると考える。

・ 影響度合いを⾒るために,指⽰に基づかない避
難者の割合を,20〜100％の5シナリオについ
て実施する。

• 日置帆の港
• 吉利
• 永吉
• 花熟⾥
• 吹上中前
• 中津入口
• 宮内

• 中原
• 尾下
• 宮崎
• 阿多
• 本町
• 市役所前

37

30kmライン

※ 本⾴の地図の背景画像には地理院地図を使⽤。
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２ 交通誘導⑵

 昨年度の原子力防災訓練において，ＥＴＥで明らかになった混雑箇
所等の情報を踏まえて，パトカーによる避難車両の先導（一時集
合場所から避難所まで）や，ＰＡＺ周辺や避難退域時検査場所付
近の交差点など避難経路の要所での交通誘導や交通規制の訓練
を行った。



対策③ 寄⽥地区の避難経路の変更

 寄⽥地区の避難経路について,県道43号を
北上して,（発電所の前を通過し）薩摩川
内⾼江ICから南九州⾃動⾞道へ流入する
経路,または,林道寄⽥⻘⼭線及び県道313
号を経由して薩摩川内都ICから南九州⾃動
⾞道へ流入するという経路とする。

・ この上で,指⽰に基づかない避難者の影響を
計るため,指⽰に基づかない避難者の割合は
100％とする。

※ 本⾴の地図の背景画像には地理院地図を使⽤。 39

避難経路
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３ 避難経路の代替経路設定（寄田地区）

 ＥＴＥで示された避難経路案のほか，複数の避難経路を検討し，代
替経路としての設定の可否について，薩摩川内市と協議を行った。

 九州電力が建設を
計画している迂回道
路の進捗も踏まえな
がら，代替経路の設
定について，引き続
き，薩摩川内市との
協議を進める。
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４ 避難退域時検査場所の混雑緩和⑴

 検査手順の明確化を図ることで，全ての検査員が一定水準以上の
検査を迅速に行うことができるよう，避難退域時検査要員マニュア
ルを作成し，昨年度の原子力防災訓練において活用した。
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４ 避難退域時検査場所の混雑緩和⑵

 避難車両数に応じた避難退域時検査場所の選定が円滑に行える
よう，基本配置図の作成や，検査場所ごとの検査処理能力等の試
算を進めている。

 避難退域時検査に使用する資機材について，選定された検査場
所へ容易に運搬し，迅速に展開できるよう，コンテナ等を活用した
ワンパッケージの倉庫保管方式等の検討を進めている。
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５ 避難住民に対する必要な情報の迅速な
伝達

 原子力災害時において，被災情報を瞬時に取得し，救護活動等の
対応を可能とするとともに，住民の円滑な避難を可能とするための
システム・アプリを開発中であり，アプリの仕様などについて検討を
行ってきた。

 システム開発（令和元年度～令和３年度）

 令和２年度原子力防災訓練において，システム・アプリの試行版を
使用し，避難状況の把握手順確認などを行う。

一時集合場所

（イメージ）（イメージ）
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第３章 原子力災害事前対策

第15節 原子力防災等に関する住民等に対する知識の普及啓発及び情報発信

１ 指示に基づかない住民の避難の抑制に係る広報の実施
・ 避難又は一時移転を指示された地域以外における自主避難の抑制（屋内退避の有効性
を含む）について，広報活動を実施する。

１ 交通誘導対策の強化
・ 混雑が予想される避難退域時検査場所候補地及び交差点の情報を，あらかじめ県警察
と共有する。

２ 避難退域時検査場所の選定
・ 避難退域時検査場所は，候補地の中から，被災の状況，避難又は一時移転を指示され
た地域の人口，避難経路，避難車両数及び避難退域時検査場所の規模等を踏まえて選定
する。

第４章 緊急事態応急対策

第５節 避難，屋内退避等の防護措置

６ 避難計画への反映

 鹿児島県地域防災計画（原子力災害対策編）について，次の３点
を改正した。


